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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼

申し上げます。
当ファンドは、日々の基準価額の値動き

が FactSet ATMX＋指数（香港ドルベー
ス）の値動きの 2倍程度となることをめざ
しております。当作成期につきましてもそ
れに沿った運用を行ないました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、

お願い申し上げます。

iFree レバレッジ 
ATMX＋

運用報告書（全体版）
（決算日　2023年 4 月26日）

第 2 期
（作成対象期間　2022年 4 月27日～2023年 4 月26日）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／海外／株式／特殊型（ブル・ベア型）

信託期間 無期限（設定日：2021年 4 月27日）

運用方針
日々の基準価額の値動きが FactSet ATMX＋指数
（香港ドルベース）の値動きの 2倍程度となることを
めざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベ ビ ー フ ァ ン ド

イ ．FactSet ATMX+指数
の 2倍の値動きを享受す
る債券（円建）

ロ ．香港の株式（ＤＲ（預
託証券）を含みます。）

ハ ．中国（香港を含みま
す。）の株価指数に連動す
るＥＴＦ（上場投資信託
証券）およびＥＴＮ（上
場投資証券）
ニ ．中国（香港を含みま
す。）の株価指数先物取引

ホ．わが国の債券
へ ．ダイワ・マネーストッ
ク・マザーファンドの受
益証券

ダイワ・マネーストック・
マ ザ ー フ ァ ン ド 円建ての債券

組入制限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の マ ザ ー
フ ァ ン ド 組 入 上 限 比 率

無制限
ベ ビ ー フ ァ ン ド の
株 式 実 質 組 入 上 限 比 率

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率

純資産総額の10％以
下 

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評
価益を含みます。）等とし、原則として、信託財産の
成長に資することを目的に、配当等収益の中から基準
価額の水準等を勘案して分配金額を決定します。ただ
し、配当等収益が少額の場合には、分配を行なわない
ことがあります。
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設定以来の運用実績

決　算　期
基 準 価 額 FactSet ATMX＋指数

（配当込み、香港ドルベース） 株式組入
比 率

株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

投資証券
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率

純 資 産
総　 額

（分配落）税 込
分配金

期 中
騰落率（参考指数）期 中

騰落率
円 円 % % % % % % % 百万円

1 期末（2022年 4 月26日） 1, 674 0 △ 83. 3 4, 847 △ 51. 5 ─ ─ 99. 2 ─ ─ 255 
2 期末（2023年 4 月26日） 1, 013 0 △ 39. 5 4, 400 △  9. 2 ─ ─ 99. 4 ─ ─ 439 
（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。        
（注 2） FactSet ATMX＋指数（配当込み、香港ドルベース）は、FactSet ATMX＋指数（配当込み、香港ドルベース）の原データをもとに、当ファ

ンド設定日を10, 000として大和アセットマネジメントが計算したものです。
（注 3）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。     
（注 4）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 5）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 6）株式先物比率は買建比率－売建比率です。
（注 7）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
※参考指数を「FactSet ATMX＋指数（香港ドルベース）」から「FactSet ATMX＋指数（配当込み、香港ドルベース）」に変更しました。  
 

FactSet は、FactSet ATMX＋指数の正確性および、または完全性を保証するものではありません。また、その中に含まれるデータおよびイン
デックス使用許諾者は、いかなる誤り、欠落または中断について責任を負うものではありません。FactSet は、インデックスの使用許諾者、当
ファンドの所有者、または当インデックスまたはそれに含まれるすべてのデータの使用に起因する他の人物または組織によって得られる結果に
ついて、明示的または黙示的に保証されるものではありません。FactSet は、明示的または黙示的を問わず、いかなる保証もせず、当インデッ
クスまたはそれに含まれるすべてのデータの商品性、特定の目的または使用への適合性について、一切の保証を明示的に否認します。これに限
定されず、FactSet は、たとえそのような損害の可能性について知らされていたとしても、特別損害、懲罰的損害、間接的損害または派生的損
害（逸失利益を含む）に対する責任を一切負うものではありません。

FACTSET DOES NOT GUARANTEE THE ACCURACY AND/OR THE COMPLETENESS OF THE FACTSET ATMX+ INDEX OR ANY 
DATA INCLUDED THEREIN AND LICENSOR SHALL HAVE NO LIABILITY FOR ANY ERRORS,  OMISSIONS,  OR INTERRUPTIONS 
THEREIN.  FACTSET MAKES NO WARRANTY,  EXPRESS OR IMPLIED,  AS TO RESULTS TO BE OBTAINED BY LICENSEE,  OWNERS 
OF THE PRODUCT,  OR ANY OTHER PERSON OR ENTITY FROM THE USE OF THE FACTSET ATMX+ INDEX OR ANY DATA 
INCLUDED THEREIN.  FACTSET MAKES NO EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES,  AND EXPRESSLY DISCLAIMS ALL WARRANTIES 
OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE OR USE WITH RESPECT TO THE FACTSET ATMX+ INDEX OR 
ANY DATA INCLUDED THEREIN.  WITHOUT LIMITING ANY OF THE FOREGOING,  IN NO EVENT SHALL FACTSET HAVE ANY 
LIABILITY FOR ANY SPECIAL,  PUNITIVE,  INDIRECT,  OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING LOST PROFITS),  EVEN IF 
NOTIFIED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES.
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■基準価額・騰落率
期　首：1, 674円　   
期　末：1, 013円（分配金 0円）   
騰落率：△39. 5％（分配金込み）
 

■基準価額の主な変動要因
日々の基準価額の値動きが FactSet ATMX＋指数（香港ドルベース）の値動きの 2倍程度とな

ることをめざした運用を行った結果、中国テクノロジー株が下落したことを受け、基準価額は下落
しました。くわしくは「投資環境について」をご参照ください。

運用経過

基準価額等の推移について 
（円） （億円）

期　首
（2022. 4. 26）

期　末
（2023. 4. 26）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

iFree レバレッジ ATMX＋
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年　月　日
基 準 価 額 FactSet ATMX＋指数

（配当込み、香港ドルベース） 株式組入
比 率

株式先物
比 率

公 社 債
組入比率

投資証券
組入比率

投資信託
受益証券
組入比率騰 落 率（参考指数）騰 落 率

円 % % % % % % %
（期 首）2022年 4 月26日 1, 674 ─ 4, 847 ─ ─ ─ 99. 2 ─ ─ 

4 月末　 1, 845 10. 2 5, 079 4. 8 ─ ─ 99. 7 ─ ─ 
5 月末　 2, 113 26. 2 5, 545 14. 4 ─ ─ 100. 2 ─ ─ 
6 月末　 2, 803 67. 4 6, 481 33. 7 ─ ─ 99. 6 ─ ─ 
7 月末　 2, 309 37. 9 5, 908 21. 9 ─ ─ 99. 5 ─ ─ 
8 月末　 2, 066 23. 4 5, 606 15. 6 ─ ─ 96. 1 ─ ─ 
9 月末　 1, 362 △ 18. 6 4, 591 △  5. 3 ─ ─ 100. 3 ─ ─ 
10月末　 637 △ 61. 9 3, 232 △  33. 3 ─ ─ 96. 2 ─ ─ 
11月末　 1, 011 △ 39. 6 4, 174 △  13. 9 ─ ─ 97. 5 ─ ─ 
12月末　 1, 161 △ 30. 6 4, 539 △  6. 4 ─ ─ 100. 3 ─ ─ 

2023年 1 月末　 1, 542 △ 7. 9 5, 309 9. 5 ─ ─ 103. 2 ─ ─ 
2 月末　 1, 184 △ 29. 3 4, 690 △  3. 3 ─ ─ 97. 0 ─ ─ 
3 月末　 1, 286 △ 23. 2 4, 932 1. 8 ─ ─ 98. 9 ─ ─ 

（期 末）2023年 4 月26日 1, 013 △ 39. 5 4, 400 △  9. 2 ─ ─ 99. 4 ─ ─ 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。  

3



■中国テクノロジー株式市況
中国テクノロジー株式市況は下落しました。
中国テクノロジー株式市況は、当作成期首より、中国国内での新型コロナウイルス感染拡大の影
響で下落しました。その後は、政策総動員による政府の景気下支えの姿勢が鮮明になったことを受
けて上昇しました。2022年 7 月以降は、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）の金融引き締めが進む
中で中国テクノロジー株も下落しました。10月には共産党の新体制が発表されましたが、習近平氏
への予想以上の権力集中が明らかとなったことにより、海外投資家を中心に不安感が広がり下落幅
を広げました。11月以降は、ゼロコロナ政策と不動産企業への引き締めの緩和、電子商取引大手ア
リババ・グループの金融子会社「アント・グループ」の資金調達の再開など、広範囲な政策の是正
が発表され、投資家心理は改善して株価は値を戻しました。2023年 2 月以降は、好材料出尽くしや
米中摩擦を受けて調整して推移し、当作成期末を迎えました。

投資環境について （2022. 4. 27 ～ 2023. 4. 26） 

パフォーマンス連動債券への投資割合を高位に維持しました。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行いました。

ポートフォリオについて （2022. 4. 27 ～ 2023. 4. 26） 

当ファンドの運用方針に基づき、主にボルト・インベストメンツ・ピーエルシーが発行する債券
（円建）（以下「パフォーマンス連動債券」といいます。）を高位に組み入れることにより、日々の基
準価額の値動きが FactSet ATMX＋指数（香港ドルベース）の値動きの 2倍程度となることをめざ
して運用を行います。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

前作成期末における「今後の運用方針」

iFree レバレッジ ATMX＋
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当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。

ベンチマークとの差異について

基準価額
FactSet ATMX+指数
（配当込み、香港ドルベース）

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

（％）

当　期
（2022. 4. 26～2023. 4. 26）
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当作成期は、経費控除後の配当等収益が計上できなかったため、収益分配を見送らせていただきま
した。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当期

2022年 4 月27日
～2023年 4 月26日

当期分配金（税込み） （円） ━
対基準価額比率 （％） ─
当期の収益 （円） ─
当期の収益以外 （円） ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 1 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

（注 4）  投資信託の計理上、「翌期繰越分配対象額」は当該決算期末時点の基準価額
を上回る場合がありますが、実際には基準価額を超える額の分配金をお支
払いすることはございません。

分配金について

iFree レバレッジ ATMX＋
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今後の運用方針

当ファンドの運用方針に基づき、主にパフォーマンス連動債券を高位に組み入れることにより、
日々の基準価額の値動きが FactSet ATMX＋指数（香港ドルベース）の値動きの 2倍程度となるこ
とをめざして運用を行います。
また、為替変動リスクを低減するため、為替ヘッジを行います。

iFree レバレッジ ATMX＋
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1 万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2022. 4. 27～2023. 4. 26） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  17円 1. 033％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は1, 614円です。

（投信会社）  （9）  （0. 533） 
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販売会社）  （8）  （0. 478） 
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社）  （0）  （0. 022） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ─ ─
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ─ ─
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  2   0. 152  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（保管費用）  （2）  （0. 143） 
保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および
資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用）  （0）  （0. 007） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

（そ  の  他）  （0）  （0. 001） 信託事務の処理等に関するその他の費用

合 　 　 計  19   1. 185  

（注 1） 当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 3） 各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。   
（注 4） 組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

iFree レバレッジ ATMX＋
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（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料、有価証券取引税および投資対象とする連動債券にかかる費用等を含みませ

ん。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

＊当ファンドでは、上記のほか投資対象とする連動債券において次の費用がかかります。
　純資産総額に対して年率0. 19％（税込）程度、その他各種費用等

参考情報

総経費率
1. 19%

運用管理費用
（投信会社）
0. 53％

運用管理費用
（販売会社）
0. 48％

運用管理費用
（受託会社）
0. 02％

その他費用
0. 15％

■総経費率
　当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 19％です。

iFree レバレッジ ATMX＋
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■売買および取引の状況
公　  社　  債

（2022年 4 月27日から2023年 4 月26日まで）
買　付　額 売　付　額

国 

内 社債券
千円 千円 

738, 104 355, 712 
（ ─）

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 4）単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　  社　  債

（2022年 4 月27日から2023年 4 月26日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　額 銘　　　　　柄 金　　額

千円 千円
Vault Investments PLC  2026/3/31（ユーロ円債） 738, 104 Vault Investments PLC  2026/3/31（ユーロ円債） 355, 712 
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況等

当作成期中における利害関係人との取引はありません。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）

作　成　期 当　　　　　　　　　　期　　　　　　　　　　末

区　　　分 額　面　金　額 評　　価　　額 組 入 比 率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残存期間別組入比率

5年以上 2年以上 2年未満
千円 千円 %  %  %  % %

普通社債券 4, 202, 000 437, 344 99. 4 ─ ─ 99. 4 ─
（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

■ 投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約および
保有状況
当作成期首
保 有 額

当作成期中
設 定 額

当作成期中
解 約 額

当作成期末
保 有 額 取 引 の 理 由

百万円 百万円 百万円 百万円

200 ─ 200 ─ 当初設定時におけ
る取得とその処分

（注 1）金額は元本ベース。
（注 2）単位未満は切捨て。
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■投資信託財産の構成
2023年 4 月26日現在

項　　　目 当　　期　　末
評　価　額 比　　率

千円 %
公社債 437, 344 95. 3 
コール・ローン等、その他 21, 605 4. 7 
投資信託財産総額 458, 949 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2023年 4 月26日現在

項　　　目 当　期　末
（Ａ）資産 458, 949, 495円

コール・ローン等 20, 989, 684  
公社債（評価額） 437, 344, 160  
未収入金 207, 460  
その他未収収益 408, 191  

（Ｂ）負債 18, 989, 581  
未払金 15, 391, 200  
未払解約金 1, 234, 042  
未払信託報酬 2, 345, 711  
その他未払費用 18, 628  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 439, 959, 914  
元本 4, 342, 095, 311  
次期繰越損益金 △  3, 902, 135, 397  

（Ｄ）受益権総口数 4, 342, 095, 311口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 1, 013円

＊ 期首における元本額は1, 523, 718, 268円、当作成期間中における追加設定元本額は
7, 898, 948, 138円、同解約元本額は5, 080, 571, 095円です。 
＊当期末の計算口数当りの純資産額は1, 013円です。 
＊当期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は3, 902, 135, 397円です。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当             　　          期         　         　     末

区    　   分 銘   　　　  柄 年　利　率 額 面 金 額 評　価　額 償還年月日
% 千円 千円 

普通社債券 Vault Investments PLC ─ 4, 202, 000 437, 344 2026/03/31 
（注）単位未満は切捨て。

■損益の状況
当期　自2022年 4 月27日　至2023年 4 月26日

項　　　目 当　　　期
（Ａ）配当等収益 185, 794円

その他収益金 189, 650  
支払利息 △  3, 856  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  147, 856, 297  
売買益 156, 866, 409  
売買損 △  304, 722, 706  

（Ｃ）信託報酬等 △  4, 938, 305  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  152, 608, 808  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  79, 420, 325  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  3, 670, 106, 264  
（配当等相当額） （ 766, 929） 
（売買損益相当額） （△  3, 670, 873, 193） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  3, 902, 135, 397  
次期繰越損益金（Ｇ） △  3, 902, 135, 397  
追加信託差損益金 △  3, 670, 106, 264  
（配当等相当額） （ 766, 929） 
（売買損益相当額） （△  3, 670, 873, 193） 
繰越損益金 △  232, 029, 133  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。 

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項　　　目 当　　　期

（ａ）経費控除後の配当等収益  0円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 766, 929　
（ｄ）分配準備積立金  0　
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 766, 929　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 766, 929　
（ｈ）受益権総口数 4, 342, 095, 311口
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大和アセットマネジメント株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目９番１号
https://www.daiwa-am.co.jp/

ダイワ・マネーストック・マザーファンド

運用報告書　第13期（決算日　2022年12月９日）

（作成対象期間　2021年12月10日～2022年12月９日）

ダイワ・マネーストック・マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
主 要 投 資 対 象 円建ての債券
株 式 組 入 制 限 純資産総額の10％以下
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■主要な売買銘柄

当作成期中における主要な売買銘柄はありません。

年 月 日
基 準 価 額 公 社 債

組 入 比 率騰 落 率
円 ％ ％

(期首)2021年12月９日 10,007 － －
12月末 10,007 0.0 －

2022年１月末 10,007 0.0 －
２月末 10,006 △0.0 －
３月末 10,006 △0.0 －
４月末 10,006 △0.0 －
５月末 10,006 △0.0 －
６月末 10,006 △0.0 －
７月末 10,006 △0.0 －
８月末 10,005 △0.0 －
９月末 10,005 △0.0 －
10月末 10,005 △0.0 －
11月末 10,004 △0.0 －

(期末)2022年12月９日 10,004 △0.0 －
（注１）騰落率は期首比。
（注２）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注３）当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行っており、ベ

ンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況

当作成期中における売買および取引はありません。

■当作成期中の基準価額と市況等の推移
（円）

10,003

10,004

10,005

10,006

10,007

10,008

期　首
（2021.12.９）

期　末
（2022.12.９）

基準価額

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
　期首：10,007円　期末：10,004円　騰落率：△0.0％
【基準価額の主な変動要因】
　コール・ローン等の利回りがマイナス圏で推移したことなどから、
基準価額は下落しました。
◆投資環境について
○国内短期金融市況
　当作成期を通じて、日銀は長短金利操作付き量的・質的金融緩和
を維持しました。この金融政策を背景に、国庫短期証券（３カ月
物）の利回りおよび無担保コール翌日物金利はマイナス圏で推移し
ました。

■１万口当りの費用の明細
項 目 当 期

売買委託手数料 －円
有価証券取引税 －
その他費用 －

合　　計 －
（注１）費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注２）項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等に
よる運用を行う方針です。
◆ポートフォリオについて
　流動性や資産の安全性に配慮し、コール・ローン等による運用を行
いました。
◆ベンチマークとの差異について
　当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
　流動性や資産の安全性に配慮し、短期の国債やコール・ローン等によ
る運用を行う方針です。

■投資信託財産の構成
2022年12月９日現在

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率
千円 ％

コール・ローン等、その他 159,157,999 100.0
投資信託財産総額 159,157,999 100.0
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表

当作成期末における有価証券等の組み入れはありません。

ダイワ・マネーストック・マザーファンド
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ダイワ・マネーストック・マザーファンド

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年12月９日現在

項 目 当 期 末
(Ａ) 資産 159,157,999,197円

コール・ローン等 159,157,999,197
(Ｂ) 負債 －
(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 159,157,999,197

元本 159,095,941,234
次期繰越損益金 62,057,963

(Ｄ) 受益権総口数 159,095,941,234口
１万口当り基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,004円

＊期首における元本額は147,676,216,454円、当作成期間中における追加設定元
本額は146,804,060,770円、同解約元本額は135,384,335,990円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－ 947,268円
ダイワ／ミレーアセット・インド株式ファンド　－インドの匠－ 29,910,270円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジあり） 998円
ワールド・フィンテック革命ファンド（為替ヘッジなし） 998円
ＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／毎月決算型） 102,434円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（為替ヘッジあり） 39,849円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　
－ロボテック（年１回）－（為替ヘッジあり） 3,985円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　Ｓ＆Ｐ500 10,791,948,720円
ｉＦｒｅｅレバレッジ　ＮＡＳＤＡＱ100 75,953,937,119円
クリーンテック株式ファンド（資産成長型） 998,802円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド　－ロボテック－（毎月決算／予想分配金提示型） 999円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／毎月分配型） 1,000円
世界インフラ戦略ファンド（為替ヘッジなし／資産成長型） 499,501円
ダイワ上場投信－日経平均レバレッジ・インデックス 4,236,015,061円
ダイワ上場投信－日経平均ダブルインバース・インデックス 6,234,269,565円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸレバレッジ（２倍）指数 1,010,016,980円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸダブルインバース（－２倍）指数 926,363,625円
ダイワ上場投信－日経平均インバース・インデックス 7,290,053,955円
ダイワ上場投信－ＴＯＰＩＸインバース（－１倍）指数 12,970,925,555円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400レバレッジ・インデックス 538,317,221円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400インバース・インデックス 151,994,519円
ダイワ上場投信－ＪＰＸ日経400ダブルインバース・インデックス 107,919,373円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－07 997円
ダイワ米国投資法人債ファンド（為替ヘッジあり）2016－10 997円
先進国トータルリターン戦略ファンド（リスク抑制型／適格機関投資家専用） 207,414,601円
ダイワ日本株式ベア・ファンド（適格機関投資家専用） 45,188,231円
ダイワ日本国債15－20年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ　－ＳＬトレード－ 4,992,083円
ブルベア・マネー・ポートフォリオ６ 19,642,480,283円
ブル３倍日本株ポートフォリオ６ 17,085,842,499円
ベア２倍日本株ポートフォリオ６ 1,818,361,471円
ダイワ／ハリス世界厳選株ファンド・マネー・ポートフォリオ 42,615,540円
ダイワＵＳ短期ハイ・イールド社債ファンド（為替ヘッジあり／年１回決算型） 9,957円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ米国バンクローン・オープン（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジあり） 997円
ダイワ新グローバル・ハイブリッド証券ファンド（為替ヘッジなし） 997円
ダイワ／ミレーアセット亜細亜株式ファンド 4,148円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）米ドル・コース 10,833円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株
α（毎月分配型）ブラジル・レアル・コース 10,788円
通貨選択型ダイワ／ミレーアセット・グローバル好配当株α（毎月分配型）通貨セレクト・コース 12,751円
ロボット・テクノロジー関連株ファンド（年１回決算型）　－ロボテック（年１回）－ 100,588円
ダイワ／ミレーアセット・アジア・セクターリーダー株ファンド 5,813円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　日本円・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　豪ドル・コース（毎月分配型） 99,691円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・トリ
プルリターンズ－　ブラジル・レアル・コース（毎月分配型） 398,764円
ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・
トリプルリターンズ－　米ドル・コース（毎月分配型） 398,764円

ダイワ日本株ストラテジーα（通貨選択型）　－ジャパン・ト
リプルリターンズ－　通貨セレクト・コース（毎月分配型） 15,402円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　日本円・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　豪ドル・コース 200,861円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２
－　予想分配金提示型　ブラジル・レアル・コース 300,273円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２－　予想分配金提示型　米ドル・コース 1,999,177円
通貨選択型ダイワ米国厳選株ファンド　－イーグルアイ２
－　予想分配金提示型　通貨セレクト・コース 505,900円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は10,004円です。

■損益の状況
当期　自2021年12月10日　至2022年12月９日

項 目 当 期
(Ａ) 配当等収益 △ 48,809,986円

支払利息 △ 48,809,986
(Ｂ) 当期損益金(Ａ) △ 48,809,986
(Ｃ) 前期繰越損益金 101,772,030
(Ｄ) 解約差損益金 △ 77,894,524
(Ｅ) 追加信託差損益金 86,990,443
(Ｆ) 合計(Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ) 62,057,963

次期繰越損益金(Ｆ) 62,057,963
（注１）解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注２）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

ダイワ・マネーストック・マザーファンド
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